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三
七

『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
の
美
術
関
連
記
事

　
　
　

─ 

蘭
印
に
お
け
る
日
本
軍
政
と
「
宣
撫
工
作
」
─

後
小
路　

雅　

弘

は
じ
め
に

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
占
領
地
に
お
け
る
日
本
軍
政
の
文
化
施
策
あ
る
い
は
「
宣
撫
工
作
」
と
呼
ば
れ
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
と
、

そ
れ
が
東
南
ア
ジ
ア
の
近
代
美
術
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
筆
者
は
概
略
を
明
ら
か
に
し
た
（「
日
本
軍
政
と
東
南
ア
ジ
ア
の
美

術
」『
哲
学
年
報
』
第
七
二
輯　

二
〇
一
三
年
三
月
）。
し
か
し
、
各
地
域
ご
と
の
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
不
分
明
な

状
態
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
小
論
は
、
日
本
軍
政
下
で
も
っ
と
も
活
発
に
文
化
的
な
施
策
が
展
開
さ
れ
た
蘭
印
（
旧
オ
ラ
ン
ダ
領
東

イ
ン
ド
、
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
ジ
ャ
ワ
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
情
報
が
得
ら
れ
や
す
い
現
地
邦
字
日
刊
紙
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』

（
ジ
ャ
ワ
新
聞
社
）
を
中
心
に
、
グ
ラ
フ
雑
誌
『
シ
ン
・
ジ
ャ
ワD

jaw
a Baroe

』（
ジ
ャ
ワ
新
聞
社
）、『
昭
和
十
九
年
ジ
ャ
ワ
年

鑑
』（
ジ
ャ
ワ
新
聞
社　

昭
和
一
九
年　

一
九
七
三
年
ビ
ブ
リ
オ
か
ら
の
復
刻
版
を
使
用
）
を
併
せ
て
読
ん
で
、
そ
の
具
体
的
な
事

実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
な
お
小
論
が
典
拠
と
す
る
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
は
、
昭
和
一
七
年
一
二
月
八
日
か
ら
昭
和

二
〇
年
八
月
三
一
日
ま
で
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ジ
ャ
ワ
新
聞
社
が
刊
行
し
た
も
の
で
、
国
立
国
会
図
書
館
新
聞
資
料
室
所
蔵
の
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
た
。
巻
ご
と
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
、
多
少
欠
号
が
あ
る
。　
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三
八

一
、
昭
和
一
七
年
一
二
月
八
日
～
昭
和
一
八
年
一
〇
月
一
七
日
（
欠
号　

昭
和
一
七
年
一
二
月
一
二
～
一
四
日
、
一
九
日
、
昭
和

一
八
年
二
月
一
二
～
一
四
日
）

二
、
昭
和
一
八
年
一
〇
月
一
八
日
～
昭
和
一
九
年
九
月
一
五
日　
（
欠
号　

昭
和
一
八
年
一
二
月
一
九
日
、
昭
和
一
九
年
一
月
二
五

日
、
二
月
四
日
、
九
日
、
一
〇
日
、
五
月
五
日
、
一
四
日
）　

三
、
昭
和
一
九
年
九
月
一
六
日
～
昭
和
二
〇
年
二
月
一
四
日
（
欠
号　

昭
和
一
九
年
一
一
月
一
九
日
、
二
〇
日
）　

四
、
昭
和
二
〇
年
一
月
一
日
～
昭
和
二
〇
年
八
月
三
一
日　
（
欠
号　

 

昭
和
二
〇
年
三
月
二
五
日
）

『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
等
の
美
術
関
連
記
事
抜
粋

■
啓
民
文
化
指
導
所
の
初
顔
合
せ
／
一
流
芸
能
家
を
網
羅　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
昭
和
一
八
年
四
月
二
日

　

ジ
ャ
ワ
芸
能
家
の
関
心
と
期
待
の
う
ち
に
啓
民
文
化
指
導
所
は
二
日
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
市
ノ
ー
ル
ド
ウ
ェ
ー
ク
三
九
番
地
に
店

開
き
を
し
た
。
こ
の
日
午
前
十
一
時
清
水
宣
伝
班
長
を
は
じ
め
大
宅
壮
一
、
武
田
麟
太

郎
、
飯
田
信
夫
、
河
野
孝
氏
な
ど
の
日
本
人
指
導
員
、
サ
ヌ
シ
・
パ
ネ
ー
（
詩
人
）
ヤ
ミ

ン
（
文
学
者
）
ア
ル
ミ
ン
・
パ
ネ
ー
（
同
）
ア
グ
ス
・
ジ
ャ
ヤ
ス
ミ
ン
タ
（
工
芸
家
）
バ

ス
キ
・
ア
ル
ズ
ラ
（
画
家
）
ウ
ト
ヨ
（
音
楽
家
）
な
ど
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
一
流
の
芸
能
家

百
余
名
が
初
顔
合
せ
を
行
っ
た
が
、
な
か
に
女
流
詩
人
と
し
て
有
名
な
ビ
ン
タ
ン
・
ス
ジ

ピ
オ
女
史
、
同
童
謡
作
家
で
あ
り
舞
踊
家
で
あ
る
マ
リ
ア
・
ア
ミ
ン
女
史
等
の
顔
も
見
え
、

新
生
ジ
ャ
ワ
の
文
芸
復
興
に
つ
い
て
賑
な
交
流
風
景
を
描
い
た
。
正
式
開
所
式
は
天
長
節

の
二
十
九
日
挙
行
の
予
定
で
あ
る
。
＝
写
真
は
啓
民
文
化
指
導
所
の
初
顔
合
せ

【
図
版
１
】

１．啓民文化指導所の初顔合せ　『シン・ジャワ 
Djawa Baroe』第 8 号　昭和 18 年 4 月15 日
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『ジャワ新聞』の美術関連記事

三
九

■
新
生
活
美
術
展　

二
十
九
日
か
ら
開
く
／
啓
民
文
化
指
導
所
の
陣
容
成
る　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
昭
和
一
八
年
四
月
六
日

　

四
月
一
日
か
ら
店
開
き
を
し
た
啓
民
文
化
指
導
所
で
は
三
日
同
所
幹
部
を
は
じ
め
軍
政
監
部
関
係
者
ら
出
席
し
て
協
議
の
結
果
、

正
式
開
所
式
は
来
る
二
十
九
日
の
天
長
節
、
□
□
岡
崎
軍
政
監
を
迎
え
て
挙
行
す
る
こ
と
に
決
定
、
発
足
最
初
の
新
事
業
と
し
て

二
十
九
日
か
ら
二
週
間
、
同
所
で
新
生
活
美
術
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
展
覧
会
は
ジ
ャ
ワ
の
戦
時
家
庭
生
活
設
計

を
広
く
全
島
か
ら
募
集
す
る
も
の
で
戦
時
生
活
に
即
応
し
た
家
具
、
衣
服
、
生
活
様
式
の
新
設
計
を
原
住
民
の
創
意
工
夫
の
中
か
ら

確
立
し
よ
う
と
い
ふ
計
画
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
伝
統
を
生
か
し
た
ジ
ャ
ワ
特
有
の
彫
刻
、
絵
画
な
ど
の
美
術
工
芸
品
も
出
陳
の
予
定
で
あ
る
が
、
優
秀
品
は
最
高
指
揮

官
が
買
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
な
ほ
同
所
名
誉
顧
問
岡
崎
軍
政
監
か
ら
四
月
三
日
附
を
も
っ
て
同
指
導
所
日
本
人
側
な
ら
び

に
原
住
民
幹
部
、
役
職
員
を
左
の
通
り
正
式
任
命
委
嘱
が
あ
っ
た
。

【
名
誉
顧
問
】
岡
崎
軍
政
監
【
顧
問
】
亀
田
内
務
部
長
、
尾
崎
文
教
局
長　

厨
少
佐
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
、
ス
タ
ル
ン
ロ
、
ブ
ル
ポ
チ
ャ

ラ
カ
博
士
【
評
議
員
】
ア
ビ
ク
ス
ノ
、
ス
タ
ン
グ
ノ
ー
ン
ム
リ
ア
、
マ
リ
ヤ
ウ
ル
ソ
ア
、
ウ
ェ
ゲ
オ
ン
グ
ラ
ッ
ド
、
ウ
ォ
ン
ソ
イ
ゴ

ロ
、
ラ
ト
ラ
ギ
ー
博
士
、
ス
ワ
ル
ト
博
士
、
ス
ボ
モ
博
士
、
ス
ン
ツ
ク
マ
ン
技
師
、
ス
タ
ン
バ
ム
チ
ャ
ツ
ク
、
バ
ス
キ
ン
、
ア
ブ
ド

ラ
、
ヤ
ミ
ン
、
ス
ジ
ヨ
ノ
【
所
長
】
山
本
宣
伝
部
長
【
総
括
】
東
郷
教
化
課
長
【
常
任
□
務
】
清
水
宣
伝
班
長
【
本
部
指
導
主
任
】

大
宅
壮
一
【
本
部
長
】
サ
ヌ
シ
・
パ
ネ
ー
【
補
佐
】
ド
ク
ト
ル
ブ
リ
オ
ノ
【
本
部
附
】
山
内
□
冨
、
坂
田
稔
【
文
学
部
】
指
導
委
員

　

武
田
麟
太
郎　

吉
田
百
助
、
川
名
完
治
（
部
長
）
ア
ル
ミ
ン
・
パ
ネ
ー
【
美
術
】
指
導
委
員
河
野
孝
、
小
野
佐
世
男
、
堤
幸
三
郎

（
部
長
）
ア
グ
ス
ジ
ャ
ミ
ン
タ
ー
（
副
部
長
）
ア
ヂ
ヨ
ノ
【
音
楽
部
】
指
導
委
員
飯
田
信
夫
、
堤
幸
三
郎
青
木
正
（
部
長
）
ウ
ト
ヨ

（
副
部
長
）
ク
ス
ビ
ニ
ー
（
演
芸
部
）
指
導
委
員
安
田
清
夫
（
部
長
代
理
）
ウ
イ
ナ
ル
ノ
【
映
画
部
】
指
導
委
員
大
宅
壮
一
。
石
本

統
吉
、
川
名
完
治
（
部
長
代
理
）
ス
タ
ル
ト　
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四
〇

■
新
ジ
ャ
ワ
美
術
展
迫
る
／
絢
爛　

芸
能
文
化
の
華　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
昭
和
一
八
年
四
月
二
六
日

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
芸
能
文
化
の
指
導
機
関
と
し
て
さ
き
に
設
立
さ
れ
た
啓
民
文
化
指
導
所
は
去
る
十
八
日
開
所
式
を
挙
げ
新
し
き

ジ
ャ
ワ
文
化
の
建
設
を
め
ざ
し
て
発
足
し
た
が
、
同
指
導
所
の
最
初
の
仕
事
と
し
て
二
十
九
日
の
天
長
節
を
期
し
「
新
ジ
ャ
ワ
生
活

美
術
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
る
。
搬
入
は
廿
五
日
、
二
十
六
、七
両
日
審
査
を
行
ひ
二
十
八
日
招
待
日
、
二
十
九
日
か
ら
十
日
間
指

導
所
を
会
場
と
し
て
開
か
れ
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
芸
能
文
化
の
す
べ
て
が
さ
う
で
あ
っ
た
や
う
に
旧
オ
ラ
ン
ダ
時
代
に
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
美
術
絵
画
も
ま
た
旧
蘭
印
当
局
の
施
策
か
ら
全
く
見
棄
て
ら
れ
そ
の
指
導
奨
励
の
芸
術
的
機
会
な
ど
も
与
へ
ら
れ
た
こ

と
は
な
し
、
従
っ
て
お
ほ
や
け
に
主
催
す
る
原
住
民
美
術
展
の
ご
と
き
は
嘗
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
わ
が

軍
政
に
よ
っ
て
最
初
の
機
会
を
与
へ
ら
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
美
術
家
は
新
た
な
る
感
激
の
中
に
出
品
作
品
の
制
作
を
急
い
だ
。
こ
の

機
会
に
同
指
導
所
美
術
工
芸
指
導
委
員
河
野
鷹
思
氏
に
ジ
ャ
ワ
美
術
の
現
状
を
聞
き
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
画
壇
の
横
顔
を
紹
介
し
た
い
。

　

◆
美
術
界
は
白
紙
状
態　

啓
蒙
こ
そ
我
ら
の
任
務　

河
野
氏
の
話

　

旧
オ
ラ
ン
ダ
時
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
オ
ラ
ン
ダ
人
の
社
会
生
活
が
全
く
切
り
離
さ
れ
て
ゐ
た
や
う
に
美
術
の
分
野
に
お
い
て
も
双

方
の
間
に
何
の
交
流
も
影
響
さ
れ
る
こ
と
も
殆
ど
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
愚
民
政
策
の
な
す
と
こ
ろ
に
ま
か
せ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
自
身

も
全
く
無
関
心
に
美
術
の
こ
と
な
ど
顧
み
な
か
っ
た
と
い
ふ
の
が
戦
前
ま
で
の
実
情
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
美
術
と

し
て
い
ま
と
り
あ
げ
て
語
る
に
足
る
な
に
も
の
も
な
い
の
は
む
し
ろ
当
然
で
、
オ
ラ
ン
ダ
側
で
さ
へ
ジ
ャ
ワ
に
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人

は
勿
論
、
そ
の
本
国
に
お
い
て
す
ら
か
つ
て
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
を
出
し
ゴ
ッ
ホ
を
生
ん
だ
誇
り
の
名
残
す
ら
留
め
ず
ユ
ダ
ヤ
の
財
権
に

遮
断
さ
れ
て
ゐ
た
た
め
そ
の
画
壇
は
遠
く
フ
ラ
ン
ス
そ
の
他
へ
遁
走
し
て
ゐ
た
。
本
国
に
お
い
て
そ
の
や
う
な
状
態
に
あ
っ
た
オ
ラ

ン
ダ
人
の
、
い
は
ん
や
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
が
ご
と
き
大
部
分
が
役
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
ゐ
た
植
民
地
に
あ
っ
て
傑
出
し
た
専
門

家
の
生
れ
得
る
筈
も
な
く
、
た
だ
僅
か
に
オ
ラ
ン
ダ
人
以
外
の
外
国
人
美
術
家
が
旅
行
者
と
し
て
ジ
ャ
ワ
を
訪
ね
た
折
、
個
展
そ
の

他
に
よ
っ
て
若
干
の
刺
戟
を
残
し
た
に
と
ど
ま
り
最
近
の
オ
ラ
ン
ダ
そ
の
も
の
は
全
く
美
術
的
に
は
貧
困
を
き
は
め
た
と
い
ふ
よ
り
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『ジャワ新聞』の美術関連記事

四
一

ほ
か
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
支
配
者
で
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
自
身
で
さ
へ
か
く
の
ご
と
き
有
様
で
あ
っ
た
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
芸
術

的
に
は
全
く
盲
目
化
さ
れ
彼
ら
の
祖
先
が
有
し
た
美
術
の
伝
統
を
も
か
へ
り
み
ず
全
く
無
関
心
に
看
過
し
て
ゐ
た
。
彼
ら
の
祖
先
が

残
し
た
ヒ
ン
ヅ
ー
文
化
の
影
響
が
い
ま
な
ほ
バ
リ
島
に
お
い
て
は
優
れ
た
音
楽
、
舞
踊
と
し
て
或
は
バ
リ
絵
画
と
し
て
残
さ
れ
て
ゐ

る
に
く
ら
べ
、
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
は
そ
の
伝
統
に
つ
な
が
る
も
の
は
殆
ど
残
さ
れ
て
を
ら
ず
唯
一
と
も
い
ふ
べ
き
ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
の

遺
跡
が
あ
れ
ほ
ど
我
々
の
驚
嘆
を
集
め
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
か
ん
じ
ん
の
原
住
民
は
一
部
の
心
あ
る
者
達
を
除
い
て
殆
ど
そ
の
価
値

を
知
ら
ず
、
そ
の
存
在
を
す
ら
知
ら
な
い
原
住
民
も
多
く
あ
る
と
い
ふ
無
関
心
ぶ
り
で
、
ま
た
中
部
ジ
ャ
ワ
の
バ
テ
ッ
ク
、
銀
細
工

或
は
バ
ニ
ユ
マ
ス
の
陶
器
の
ご
と
き
連
綿
た
る
伝
統
を
有
し
古
く
は
百
年
或
は
二
百
年
以
前
の
も
の
に
は
驚
嘆
に
値
す
る
作
品
を
残

し
て
ゐ
な
が
ら
い
ま
作
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
は
完
全
に
芸
術
と
し
て
の
高
さ
を
逸
し
て
職
人
的
生
産
に
□
し
去
っ
て
し
ま
ひ
、
手
先
小

器
用
さ
だ
け
が
そ
の
生
命
と
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
は
戦
前
ま
で
行
は
れ
て
ゐ
た
美
術
教
育
の
一
例
を
見
て
も
わ
か
る
や
う
に
彼

ら
は
単
に
模
写
す
る
こ
と
だ
け
を
学
び
、
自
然
の
実
体
を
観
察
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
把
握
す
る
こ
と
も
学
ん
で
い
な
い
。
過
去
の

学
童
絵
画
展
に
出
品
さ
れ
た
絵
を
見
て
も
巧
妙
な
模
写
を
争
っ
て
ゐ
る
だ
け
で
そ
こ
に
個
性
の
現
れ
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
や
う
な
美
術
的
無
関
心
さ
の
ゆ
え
に
私
は
結
論
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
美
術
の
現
状
は
い
ま
全
く
白
紙
で
あ
る
、
と
い
ひ

得
る
と
思
ふ
。
そ
の
白
紙
の
う
へ
に
な
に
も
の
か
を
加
へ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
文
化
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
が
我
々
日
本
人
に
課
せ
ら
れ

た
任
務
の
一
つ
で
あ
り
美
術
工
作
の
意
義
も
そ
こ
に
あ
る
、
幸
い
日
本
の
有
す
る
日
本
画
の
感
覚
は
ワ
ー
ヤ
ン
を
た
の
し
み
線
の
美

し
さ
う
を
愛
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
感
覚
に
マ
ッ
チ
す
る
と
こ
ろ
が
多
分
に
あ
る
や
う
で
あ
り
こ
の
方
向
の
指
導
を
試
み
る
こ
と
も

あ
な
が
ち
無
駄
な
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
と
思
は
れ
る
が
、
し
か
し
な
に
よ
り
も
ま
づ
彼
ら
に
対
し
て
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
彼
ら
の
有
す
る
伝
統
へ
の
反
省
と
個
性
を
つ
か
み
出
す
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
の
血
の
つ
な
が
る
伝
統
の
流
れ
の
上
に
立
っ
て
こ
そ

は
じ
め
て
民
族
の
共
感
を
呼
び
醒
す
こ
と
が
出
来
、
さ
う
し
て
ま
た
そ
の
共
感
が
美
術
を
通
じ
て
生
活
の
中
に
盛
り
あ
が
っ
て
こ
そ

美
術
工
作
の
機
能
も
発
揮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
今
回
ひ
ら
か
れ
る
新
ジ
ャ
ワ
生
活
美
術
展
は
い
ま
は
白
紙
の
展
覧
会
で
あ
り
、
こ
の

03_（縦）後小路 雅弘.indd   41 2014/03/07   21:37:03



四
二

展
覧
会
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
美
術
が
再
出
発
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
わ
け
で
あ
る
。

　

◆
画
壇
の
横
顔

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
画
壇
に
画
家
と
し
て
名
を
連
ね
る
も
の
は
僅
か
に
二
十
五
名
前
後
と
い
ふ
□
々
た
る
も
の
で
し
か
も
そ
の
中
に

は
中
等
学
校
或
は
国
民
学
校
図
画
教
師
ら
が
加
へ
ら
れ
純
粋
に
画
家
と
し
て
一
家
を
な
し
て
ゐ
た
も
の
は
バ
ス
キ
・
ア
ブ
ド
ル
ヲ
氏

唯
ひ
と
り
と
い
ふ
ま
こ
と
に
振
は
ざ
る
状
態
で
あ
っ
た
。
以
下
こ
の
振
は
ざ
る
画
壇
の
中
か
ら
僅
か
に
代
表
的
な
画
家
と
も
い
ふ
べ

き
六
人
の
画
家
を
訪
れ
そ
の
横
顔
を
の
ぞ
く
。

　

◆
爪
哇
画
壇
の
雄　

バ
ス
キ
・
ア
ブ
ド
ル
ヲ
【
図
版
２
】

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
画
壇
の
中
に
自
他
と
も
に
許
す
第
一
人
者
で
彼
の
名
は
い
ま
バ
ン
ド
ン
に
住
む
姉
の
女
流
彫
刻
家
ト
リ
ジ
ョ
ト
チ

ヨ
ク
ロ
ス
ハ
ル
ト
女
史
と
と
も
に
芸
術
家
姉
妹
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
間
で
は
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
ソ
ロ
の
出
身
で
又
ア
ブ
ド

ラ
氏
も
風
景
画
家
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
画
壇
の
最
高
峰
に
あ
っ
た
。
十
数
年
以
前
ワ
ー
ヤ
ン
の
踊
を
描
い
て
一
躍
名
を
挙
げ
ハ
ー

グ
美
術
学
校
を
卒
業
後
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
に
も
学
び
本
格
的
に
修
行
を
経

て
八
年
ほ
ど
以
前
ジ
ャ
ワ
に
帰
国
、
そ
の
後
は
殆
ど
オ
ラ
ン
ダ
人
の
社
会
に
入
り
込

ん
で
ゐ
た
。
ジ
ャ
ワ
は
も
ち
ろ
ん
メ
ダ
ン
そ
の
他
に
お
い
て
数
回
彼
の
個
展
が
開
か

れ
た
こ
と
も
あ
り
人
物
画
家
と
し
て
の
彼
の
絵
は
わ
が
国
の
画
壇
に
く
ら
べ
て
も
水

準
に
は
達
し
て
ゐ
る
ら
し
く
彼
自
身
も
わ
が
藤
田
嗣
治
画
伯
の
作
品
に
親
し
ん
で
ゐ

る
と
い
ふ
。

　

昨
年
ジ
ャ
ワ
派
遣
軍
最
高
指
揮
官
の
肖
像
画
を
描
い
て
以
来
日
本
人
の
間
に
も
彼

の
名
を
知
る
も
の
も
多
い
。
い
ま
だ
二
十
九
歳
の
青
年
で
あ
る
。
今
度
の
出
品
作
品

は
『
洗
濯
女
た
ち
』『
勤
労
』
の
二
つ
で
、
働
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
美
と
力
に
主
題

２．バスキ・アブドルヲ（アブドゥラー）　『シン・
ジャワ Djawa Baroe』第 9 号　昭和 18 年
5 月1日

03_（縦）後小路 雅弘.indd   42 2014/03/07   21:37:03



『ジャワ新聞』の美術関連記事

四
三

を
と
ら
へ
て
い
る
。

　

◆
精
力
的
作
家　

ア
グ
ス
・
ジ
ャ
ヤ
ス
ミ
ン
タ
【
図
版
３
】

　

バ
ス
キ
・
ア
ブ
ド
ル
ヲ
を
除
く
他
の
画
家
は
そ
の
実
力
か
ら
見
て
殆
ど
水
準
以
下

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
画
壇
の
代
表
と
し
て
存
在
を
み
と
め
ら
れ
て
ゐ

た
も
の
は
ア
グ
ス
・
ジ
ャ
ヤ
ス
ミ
ン
タ
と
エ
ス
・
ス
ジ
ョ
ヨ
ノ
両
者
で
あ
る
。
ア
グ

ス
・
ジ
ャ
ヤ
ス
ミ
ン
タ
は
若
冠
未
だ
三
十
歳
の
青
年
で
あ
る
が
そ
の
芸
術
的
実
力
よ

り
も
人
格
的
に
信
望
あ
つ
く
戦
前
は
中
等
学
校
教
師
で
あ
っ
た
が
画
壇
の
指
導
者
と

し
て
自
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
画
家
の
グ
ル
ー
プ
を
主
宰
し
て
ゐ
た
。
皇
軍
上
陸
後
も
軍

宣
伝
班
に
そ
の
存
在
を
見
出
さ
れ
人
柄
を
か
は
れ
て
初
代
ジ
ャ
カ
ル
タ
千
早
学
校
長

を
勤
め
、
現
在
は
啓
民
文
化
指
導
所
美
術
工
芸
部
長
の
位
置
に
あ
る
。
そ
の
絵
も
人

柄
を
そ
の
儘
反
映
し
て
堅
実
な
写
実
派
で
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
色
彩
強
く
戦
前
に
も
数

度
展
覧
会
に
出
品
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

今
回
の
出
品
作
は
「
想
ひ
」「
誇
り
」「
待
ち
」
の
三
点
で
い
づ
れ
も
人
物
を
描
い

た
百
号
大
の
力
作
で
特
に
「
待
ち
」
は
同
夫
人
を
モ
デ
ル
と
し
た
苦
心
の
作
、
体
つ

き
に
似
合
わ
ず
精
力
的
な
作
家
で
大
作
を
次
々
と
仕
上
げ
て
い
る
。

　

◆
よ
き
指
導
者　

エ
ス
・
ス
ジ
ョ
ヨ
ノ
【
図
版
４
】

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
画
壇
の
か
く
れ
た
る
指
導
者
で
自
ら
貧
苦
に
あ
ま
ん
じ
画
壇
の
た

め
に
奔
走
し
て
ゐ
た
、
理
論
も
あ
り
実
行
力
も
豊
富
で
見
る
か
ら
に
温
和
さ
う
な
人

が
ら
だ
が
外
柔
内
剛
、
痩
躯
の
中
に
い
つ
も
錚
々
た
る
闘
志
を
み
な
ぎ
ら
せ
た
□
□

３． アグス・ジャヤスミンタ　『 シン・ジャワ Djawa 
Baroe』第 9 号　昭和 18 年 5 月1日

４．S．スジョヨノ　『シン・ジャワ Djawa Baroe』
第 9 号　昭和 18 年 5 月1日
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四
四

の
男
で
あ
る
。
現
在
プ
ー
ト
ラ
運
動
本
部
に
働
い
て
ゐ
る
。
本
年
三
十
歳
、
ア
グ
ス
・
ジ
ャ
ヤ
ス
ミ
ン
タ
と
は
反
対
に
反
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
で
自
ら
後
期
印
象
派
風
の
作
品
を
描
く
。

　

天
才
少
年
画
家
カ
ル
ト
ノ
・
ユ
ド
ク
ス
モ
の
義
兄
に
当
り
カ
ル
ト
ノ
君
の
天
才
は
同
氏
の
指
導
に
負
ふ
と
こ
ろ
が
多
い
。
今
回
の

出
品
は
「
Ｓ
・
Ｐ
夫
人
」「
ア
ル
ー
ン
・
ヤ
ハ
像
」

　

◆
天
才
少
年
画
家　

カ
ル
ト
ノ
・
ユ
ド
ク
ス
モ
【
図
版
５
】

　

天
才
少
年
画
家
カ
ル
ト
ノ
・
ユ
ド
ク
ス
モ
君
十
八
歳
。
現
在
ジ
ャ
カ
ル
タ
高
等
中
学
一
年
に
在
学
中
。
現
千
早
学
校
長
ユ
ド
ク
ス

モ
氏
の
息
子
。
義
兄
ス
ジ
ョ
ヨ
ノ
氏
の
□
□
□
九
歳
の
と
き
か
ら
絵
を
習
い
は
じ
め
た
が
そ
の
□
□
□
□
し
た
の
が
パ
ス
テ
ル
画
家

矢
崎
千
代
治
氏
に
見
出
さ
れ
そ
の
薫
陶
を
う
け
た
。
そ
の
□
オ
ラ
ン
ダ
の
愚
民
政
策
に
わ
ざ
は
ひ
さ
れ
あ
た
ら
天
才
も
□
に
世
に
出

で
ぬ
か
に
見
ら
れ
た
が
わ
が
軍
上
陸
後
軍
政
監
部
赤
塚
□
雄
氏
（
東
京
美
術
学
校
出
身
）
に
そ
の
天
才
を
発
見
さ
れ
同
氏
の
指
導
に

よ
り
□
□
更
に
著
る
し
き
画
境
を
な
し
昨
年
ま
だ
ジ
ャ
カ
ル
タ
第
三
初
等
中
学
に
在
校
中
出
品
し
た
十
二
月
八
日
の
大
東
亜
戦
争
一

周
年
記
念
ジ
ャ
ワ
絵
画
展
に
は
諸
先
輩
に
ぬ
き
ん
で
て
見
事
軍
政
監
賞
を
授
与
さ
れ

た
。
既
に
内
地
の
画
壇
に
天
才
少
年
画
家
の
名
だ
け
は
紹
介
ず
み
で
近
き
将
来
に
お

け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
画
壇
の
第
一
人
者
と
し
て
各
方
面
か
ら
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
ゐ

る
。

■
伊
東
画
伯
を
囲
む
座
談
会　

熱
心
な
質
問
の
雨　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
昭
和
一
八
年

四
月
二
七
日

　

目
下
来
島
中
の
伊
東
深
水
画
伯
を
囲
む
座
談
会
が
二
十
六
日
午
後
二
時
か
ら
ジ
ヤ

カ
ル
タ
特
別
市
ペ
ガ
ン
サ
ン
・
チ
モ
ー
ル
三
三
に
催
さ
れ
た

５． カルトノ・ユドクスモ　『 シン・ジャワ 
Djawa Baroe』第 9 号　昭和 18 年 5 月
1日
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四
五

　

出
席
者
は
同
画
伯
の
ほ
か
大
宅
嘱
託
を
は
じ
め
同
じ
く
宣
伝
部
の
河
野
鷹
思
、
小
野
佐
世
男
、
吉
田
百
助
、
清
水
斉
各
嘱
託
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
側
か
ら
は
ス
カ
ル
ノ
氏
は
じ
め
ス
ジ
ヨ
ヨ
ノ
、
ス
リ
オ
ス
バ
ン
ド
リ
オ
、
ス
キ
ル
ノ
、
ア
マ
ド
・
テ
イ
ク
ロ
ア
ン
君　

そ
れ
に
エ
ミ
リ
ア
・
ス
ナ
ス
サ
さ
ん
の
紅
一
点
も
加
は
つ
て
い
づ
れ
も
天
長
節
を
期
し
て
開
催
さ
れ
る
「
新
ジ
ヤ
ワ
生
活
美
術
展
覧

会
」
の
出
品
者
ば
か
り　

こ
の
展
覧
会
を
新
し
い
出
発
点
と
し
て
逞
し
く
伸
び
よ
う
と
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
画
壇
の
人
々
は
将
来
へ

飛
躍
し
よ
う
と
す
る
情
熱
を
面
上
に
表
し
て
日
本
画
の
歴
史
や
現
状
、
油
絵
の
こ
と
、
い
か
に
し
た
ら
日
本
の
水
準
に
ま
で
達
し
得

る
だ
ら
う
か
な
ど
専
門
的
な
技
術
上
の
こ
と
ま
で
打
明
け
て
質
問
、
ま
た
伊
東
画
伯
も
こ
れ
を
激
励
、
芸
術
家
の
み
が
知
る
共
感
に

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
を
醸
し
つ
ゝ
散
会
し
た

　

つ
づ
い
て
四
時
半
か
ら
同
所
で
同
じ
く
来
島
中
の
作
家
森
田
た
ま
女
史
を
囲
む
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
作
家
の
座
談
会
が
催
さ
れ
た
＝
写

真
は
伊
東
深
水
氏
を
囲
む
座
談
会

■
ス
ラ
バ
ヤ
で
伊
東
深
水
展　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
昭
和
一
八
年
八
月
三
日

　

伊
東
深
水
作
品
展
は
一
日
か
ら
ス
ラ
バ
ヤ
市
放
送
局
階
上
に
開
催
、
同
画
伯
南
方
旅
行
ス
ケ
ッ
チ
四
十
点
を
展
覧
し
て
ゐ
る
が
日

本
画
壇
巨
匠
の
か
ゝ
る
試
は
初
め
て
の
こ
と
で
も
あ
り
陸
海
軍
人
、
一
般
邦
人
は
じ
め
原
住
民
達
が
多
数
来
覧
し
、
画
伯
の
繊
細
な

色
感
と
力
強
い
線
に
深
く
感
動
、
殊
に
原
住
民
達
は
素
晴
し
く
発
達
し
て
ゐ
る
日
本
文
化
の
姿
を
眼
の
あ
た
り
に
見
て
今
更
の
ご
と

く
感
激
し
て
ゐ
る
、
な
ほ
同
展
覧
会
は
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
ゐ
る
。

■
全
ジ
ャ
ワ
美
術
展
覧
会
蓋
開
け　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
昭
和
一
八
年
一
一
月
三
日

　

苛
烈
な
る
決
戦
下
に
迎
へ
る
明
治
節
を
意
義
づ
け
る
啓
民
文
化
指
導
所
主
催
の
「
全
ジ
ヤ
ワ
美
術
展
覧
会
」
は
三
日
か
ら
十
二
日

ま
で
ジ
ヤ
カ
ル
タ
特
別
市
ラ
イ
ス
ウ
エ
ー
ク
の
同
指
導
所
分
室
を
会
場
と
し
て
開
会
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
二
日
午
後
三
時
半
、
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四
六

最
高
指
揮
官
は
軍
政
監
、
山
本
総
務
部
長
ら
と
と
も
に
展
覧
会
場
に
臨
み
、
出
品
の
指
導
に
当
つ
た
河
野
鷹
思
、
吉
岡
憲
両
嘱
託
の

説
明
を
受
け
て
熱
心
に
視
察
し
た

　

出
品
絵
画
は
ジ
ヤ
ワ
全
島
の
原
住
民
か
ら
募
つ
た
二
百
五
十
点
中
か
ら
厳
選
し
た
六
十
五
点
、
オ
ラ
ン
ダ
の
統
治
下
に
あ
つ
て
は

何
等
の
意
図
も
感
激
も
な
く
商
品
画
を
描
く
こ
と
の
み
を
目
標
と
し
て
来
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
画
家
達
が
、
戦
後
僅
か
一
年
半
に
し
て

斯
く
ま
で
逞
し
い
文
化
の
花
を
咲
か
せ
た
努
力
は
注
目
さ
れ
る
、
彫
刻
は
絵
画
に
比
較
す
る
と
全
く
未
開
拓
で
五
十
余
点
の
出
品
は

あ
つ
た
が
僅
か
に
一
点
が
入
選
し
た
に
過
ぎ
な
い　

全
ジ
ヤ
ワ
美
術
展
に
臨
場
の
最
高
指
揮
官

■
明
治
節
奉
祝
美
術
展
覧
会　
『
シ
ン
・
ジ
ャ
ワ　

D
jaw

a B
aroe

』
第
二
三
号　

昭
和
一
八
年
一
二
月
一
日

コ
コ
ニ　

カ
カ
ゲ　

タ　

ノ
ワ　

メ
イ
ジ
セ
ツ　

ホ
ー
シ
ュ
ク　

ビ
ジ
ユ
ツ　

テ
ン
ラ
ン
カ
イ　

ノ　

ジ
ュ
シ
ョ
ー　

サ
ク
ヒ
ン　

デ
ス

サ
イ
コ
ー
シ
キ
カ
ン
シ
ヨ
ー
「
マ
ヒ
ル　

ノ　

タ　

ニ
テ
」
ス
ル
ヨ
ス
バ
ン
ド
リ
オ

セ
ン
デ
ン
ブ
チ
ョ
ー
シ
ヨ
ー
「
ワ
タ
」（
ポ
ス
タ
ー
）
ス
キ
ル
ノ

グ
ン
セ
イ
カ
ン
シ
ヨ
ー
「
セ
ン
ソ
ー
」
ジ
ャ
ヤ
ス
ミ
ン
タ

ジ
ヤ
ワ
シ
ン
ブ
ン
シ
ヤ
シ
ヨ
ー
「
ハ
ハ
」
バ
ル
リ

ア
シ
ア
ラ
ヤ
シ
ヨ
ー
「
ケ
シ
キ
」
ジ
ヤ
ヤ
ス
ン
タ
ラ

■
全
ジ
ャ
ワ
美
術
展
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
で　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
昭
和
一
八
年
一
二
月
二
二
日

　

宣
伝
部
ジ
ヨ
ク
ジ
ヤ
カ
ル
タ
地
方
工
作
隊
主
催
の
全
ジ
ヤ
ワ
美
術
展
は
富
士
映
画
館
前
で
去
る
十
九
日
か
ら
待
望
の
蓋
を
あ
け
た

が
連
日
各
学
校
生
徒
の
入
場
で
賑
は
ひ
、
二
日
間
で
観
覧
者
九
千
人
に
達
し
好
評
を
博
し
て
ゐ
る
、
会
期
は
二
十
三
日
ま
で
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『ジャワ新聞』の美術関連記事

四
七

■
オ
ノ　

サ
セ
オ　

ジ
ュ
ウ
グ
ン
サ
ク
ヒ
ン
テ
ン　
『
シ
ン
・
ジ
ャ
ワ D

jaw
a B

aroe

』
第
三
号　

昭
和
一
九
年
二
月
一
日

　

ケ
イ
ミ
ン
ブ
ン
カ
シ
ド
ウ
シ
ョ
デ
、
二
ガ
ツ
一
ニ
チ
カ
ラ
十
一
ニ
チ
マ
デ
ヒ
ラ
カ
レ
タ
。
ミ
ギ
ハ
、
バ
リ
ー
ノ
ヲ
ン
ナ
。
ヒ
ダ
リ

ハ
、
チ
ュ
ウ
ブ
ジ
ャ
ワ
ノ
フ
ウ
ゾ
ク　

ス
ス
ム　

ユ
ソ
ウ
セ
ン
ダ
ン　

カ
リ
ヂ
ヤ
チ　

ヒ
コ
ウ
ジ
ョ
ウ

■
原
住
民
に
芸
術
開
眼　

渇
望
を
満
す
啓
文
指
導
員
作
品
展　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
昭
和
一
九
年
四
月
五
日

　

苛
烈
な
る
決
戦
を
戦
ひ
つ
ゝ
も
新
し
き
ジ
ヤ
ワ
建
設
に
邁
進
す
る
わ
れ
わ
れ
に
と
つ
て
戦
争
と
文
化
と
は
す
で
に
対
立
概
念
で
は

な
い
、
こ
ゝ
に
文
化
昂
揚
は
同
時
に
戦
力
増
強
の
中
に
包
摂
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
三
日
か
ら
開
か
れ
た
啓
民
文
化
指
導
所
主
催

の
「
指
導
員
作
品
展
覧
会
」
は
ジ
ヤ
ワ
に
お
け
る
文
化
の
建
設
と
推
進
め
ざ
し
て
力
強
い
発
足
を
と
げ
た
も
の
と
い
へ
よ
う

　

具
象
的
な
絵
画
作
品
を
通
じ
て
示
さ
れ
た
日
本
の
精
神
と
技
芸
は
原
住
民
に
対
す
る
有
効
適
切
な
指
導
で
あ
つ
た
、
そ
れ
は
単
に

技
術
的
な
指
導
を
超
え
て
戦
ふ
日
本
へ
の
無
限
の
信
頼
と
協
力
の
熱
意
と
を
喚
び
起
さ
ず
に
は
お
か
ぬ
で
あ
ら
う

　

こ
ゝ
に
看
過
出
来
な
い
二
つ
の
要
素
は
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
と
し
て
か
つ
て
の
ジ
ヤ
ワ
に
お
け
る
芸
術
的
貧
困
と
原
住
民
の
絵
画
に

寄
せ
る
渇
望
で
あ
る　

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
を
生
み
フ
ア
ン
・
ホ
ツ
ホ
を
誇
つ
た
オ
ラ
ン
ダ
も
そ
の
伝
統
は
植
民
地
ジ
ヤ
ワ
で
は
ま
つ
た

く
無
縁
で
あ
つ
て
徒
ら
に
ペ
ン
キ
絵
を
家
ご
と
に
羅
列
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
、
さ
う
し
て
当
然
原
住
民
の
芸
術
能
力
も
き
は
め
て

素
朴
な
状
態
に
放
置
さ
れ
、
才
能
も
な
い
オ
ラ
ン
ダ
人
が
一
時
間
十
厘
の
教
授
料
で
デ
ツ
サ
ン
を
教
へ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た

　

バ
リ
島
な
ど
素
材
の
特
異
さ
で
わ
づ
か
に
特
徴
づ
け
ら
れ
た
ジ
ヤ
ワ
に
驚
異
と
憧
憬
を
も
つ
て
迎
へ
ら
れ
た
日
本
人
の
絵
画
は
原

住
民
へ
は
じ
め
て
芸
術
へ
の
眼
を
開
か
し
め
た
も
の
で
あ
つ
た
、
し
か
も
音
楽
と
同
じ
く
絵
画
へ
の
深
い
関
心
を
持
つ
か
れ
ら
は
こ

れ
を
素
直
に
受
入
れ
た
、
驚
異
が
信
頼
と
な
り
協
力
へ
と
進
む
の
は
当
然
の
発
展
で
あ
る
、
戦
時
下
の
現
地
に
お
け
る
美
術
展
覧
会

の
存
在
理
由
は
こ
ゝ
に
十
分
に
理
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
、
他
の
諸
部
門
に
お
け
る
と
同
様
に
文
化
建
設
の
意
義
の
一
つ
が
こ
ゝ
に
見

出
さ
れ
る
こ
の
展
覧
会
に
蒐
め
ら
れ
た
指
導
員
諸
氏
の
力
作
五
十
四
点
、
毎
日
多
く
の
熱
心
な
原
住
民
大
衆
を
惹
き
つ
け
て
ゐ
る
が
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四
八

専
門
的
な
芸
術
鑑
賞
家
と
い
ふ
よ
り
こ
ゝ
か
ら
何
も
の
か
を
学
び
何
も
の
か
を
摑
み
取
ら
う
と
す
る
か
れ
ら
の
瞳
の
中
に
明
る
い
ジ

ヤ
ワ
の
未
来
を
展
望
す
る
も
の
で
あ
る

■
啓
民
文
化
指
導
員
の
作
品
展
覧
会　
『
シ
ン
・
ジ
ャ
ワD

jaw
a B

aroe

』　

第
八
号　

昭
和
一
九
年
四
月
一
五
日

原
住
民
画
壇
の
指
導
に
あ
た
つ
て
ゐ
る
啓
民
文
化
指
導
所
員
五
氏
の
、
作
品
展
覧
会
が
四
月
三
日
か
ら
十
三
日
ま
で
ジ
ヤ
カ
ル
タ
特

別
市
ラ
イ
ス
ウ
イ
ク
で
開
か
れ
た
。

■
原
住
民
画
家
の
作
品
展
観　

五
日
か
ら
ジ
ャ
カ
ル
タ
書
店
で　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
昭
和
一
九
年
五
月
四
日

　

皇
軍
進
駐
後
始
め
て
生
れ
た
と
い
つ
て
も
い
ゝ
ほ
ど
の
ジ
ヤ
ワ
原
住
民
の
絵
画
も
そ
の
後
啓
民
文
化
指
導
所
の
絶
え
ざ
る
指
導
と

原
住
民
の
素
質
と
相
俟
つ
て
驚
く
べ
き
進
歩
を
示
し
注
目
さ
る
べ
き
力
作
を
多
数
出
す
に
至
つ
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
れ
を
社
会

に
出
す
機
会
も
方
法
も
な
い
の
で
そ
の
進
歩
の
状
況
も
一
部
専
門
家
の
間
の
み
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
に
す
ぎ
ず
、
か
た
が
た
絵
本
の
や

う
な
版
画
さ
へ
も
住
宅
設
営
な
ど
の
目
的
の
た
め
飛
ぶ
や
う
に
売
れ
て
ゐ
る
の
で
、
ジ
ヤ
カ
ル
タ
書
籍
店
で
は
啓
民
文
化
指
導
所
の

後
援
を
得
て
同
店
内
に
之
ら
苦
心
の
作
の
展
観
を
行
ひ
希
望
者
に
は
即
売
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た　

第
一
回
は
ジ
ヤ
カ
ル
タ
印
刷
工
場

従
業
員
の
絵
画
二
十
七
点
を
啓
民
文
化
指
導
所
絵
画
指
導
員
の
賛
助
出
品
と
と
も
に
五
日
か
ら
二
週
間
展
示
さ
れ
る
が
、
第
二
回
以

降
は
広
く
全
島
か
ら
の
作
品
を
集
め
る
予
定
で
あ
る

　

原
住
民
の
絵
画
は
一
年
か
二
年
の
間
に
指
導
員
も
驚
く
ほ
ど
の
上
達
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
あ
る
程
度
ま
で
来
る
と
□
の
止
る
者
も

少
く
な
く
、
か
つ
ま
た
、
買
手
の
趣
味
に
合
は
せ
て
自マ

個マ

の
個
性
を
殺
し
て
売
絵
描
き
に
な
る
な
ど
そ
の
天
賦
の
素
質
を
自
ら
攪
拌

す
る
性
質
も
多
分
に
持
合
は
せ
て
ゐ
る
の
で
、
こ
の
点
主
な
購
買
者
た
る
邦
人
の
鑑
賞
が
望
ま
れ
て
ゐ
る
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『ジャワ新聞』の美術関連記事

四
九

■
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
で
画
展　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
昭
和
一
九
年
六
月
一
一
日

　

宣
伝
部
ジ
ヨ
ク
ジ
ヤ
カ
ル
タ
地
方
工
作
隊
で
は
十
日
か
ら
三
日
間
市
内
華
僑
総
会
演
舞
場
で
絵
画
展
を
開
い
て
ゐ
る
、
河
野
、
小

野
、
吉
岡
、
田
村
、
山
本
五
画
伯
の
力
作
三
十
余
点
を
出
陳
、
学
生
そ
の
他
一
般
の
参
観
者
で
賑
は
つ
て
ゐ
る

■
日
泰
美
術
展
を
展
く　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
昭
和
一
九
年
六
月
二
六
日

　

日
本
文
化
会
館
及
び
東
亜
交
通
公
社
で
は
絵
画
を
通
じ
た
日
、
泰
文
化
提
携
を
は
か
る
た
め
泰
國
人
の
絵
画
作
品
を
募
集
中
で
あ

つ
た
が
応
募
作
品
百
五
十
点
中
か
ら
六
十
四
点
を
選
出
、
六
点
の
入
選
作
を
も
決
定
、
泰
國
革
命
記
念
日
の
二
十
四
日
か
ら
一
週
間

バ
ン
コ
ツ
ク
の
東
亜
交
通
公
社
会
場
で
日
泰
美
術
展
覧
会
を
開
催
、
そ
の
授
賞
式
が
行
は
れ
た

■
油
絵
“
敬
礼
す
る
原
住
民
勇
士
”
頼
も
し
い
こ
の
面
魂　

防
衛
戦
士
を
彩
管
の
慰
問　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』　

昭
和
一
九
年
七
月
五
日

・
・
・
ジ
ャ
ワ
の
新
進
画
家
ス
バ
ン
ト
・
ス
リ
オ
バ
ン
リ
オ
君
（
２
９
？
）
は
さ
う
力
強
く
語
る
の
で
あ
っ
た
。
四
日
は
防
衛
義
勇

軍
ジ
ャ
カ
ル
タ
大
隊
の
□
□
で
あ
る
。
こ
の
日
午
前
１
１
時
半
か
ら
ス
バ
ン
ト
君
の
力
作
「
敬
礼
す
る
原
住
民
勇
士
」
の
等
身
大
油

絵
が
奉
公
会
中
央
本
部
長
ス
カ
ル
ノ
氏
の
手
を
通
じ
ソ
チ
（
テ
？
）
ン
・
カ
ス
マ
ン
大
隊
長
へ
寄
贈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。・
・
・

■
「
海
の
記
念
日
」
作
品
展
覧
会　
『
シ
ン
・
ジ
ャ
ワ D

jaw
a B

aroe

』
第
一
五
号　

昭
和
一
九
年
八
月
一
日

「
海
の
記
念
日
」
を
記
念
し
て
海
軍
報
道
班
員
石
川
滋
彦
氏
の
従
軍
作
品
展
覧
会
が
七
月
二
十
日
か
ら
一
週
間
啓
民
文
化
指
導
所
で

開
か
れ
た
。
右
は
義
勇
軍
ス
ケ
ッ
チ
。
下
右
は
引
揚
げ
船
、
下
左
は
木
造
船
を
作
る
。
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五
〇

■
（
コ
ラ
ム
）
戦
列
断
想　

今
日
の
文
化
工
作　

土
塊
を
ほ
ご
し
て
か
ゝ
れ　

河
野
鷹
思　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
昭
和
一
九
年
九
月

二
三
日

　

と
か
く
「
文
化
工
作
」
な
ぞ
と
い
ふ
と
何
か
特
殊
な
人
達
に
よ
つ
て
の
み
行
は
れ
る
仕
事
の
や
う
に
扱
は
れ
が
ち
で
あ
る
。
戦
争

の
勝
利
は
「
精
神
力
」
の
結
集
で
あ
る
。「
精
神
」
が
勝
利
を
準
備
し
、「
精
神
」
が
勝
利
を
維
持
す
る
と
い
ふ
。
健
全
な
精
神
が
具

体
的
に
生
活
に
表
現
さ
れ
て
始
め
て
、
即
ち
政
治
の
中
に
も
、
経
済
の
中
に
も
、
教
育
の
中
に
も
い
は
ん
と
す
る
所
の
協
同
主
義
的

「
文
化
」
が
樹
立
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
ゝ
に
文
化
工
作
の
要
諦
が
あ
る
こ
と
を
想
へ
ば
、
ジ
ヤ
ワ
の
「
今
日
の
文
化
工
作
」
は

社
会
的
、
技
術
的
、
土
俗
的
工
作
等
々
一
切
を
含
め
て
、
ジ
ヤ
ワ
の
実
体
を
つ
か
ん
で
ゐ
る
健
全
な
精
神
を
持
つ
所
の
日
本
人
の
誰

し
も
が
分
担
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
仕
事
で
あ
る
と
い
ふ
考
へ
方
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

政
治
の
性
格
、
社
会
の
制
度
、
生
活
の
様
態
と
切
離
さ
れ
て
「
文
化
」
は
な
り
た
ゝ
な
い
。「
文
化
」
と
「
文
化
的
遺
産
」
と
は

精
神
が
生
き
て
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
、
ゐ
な
い
か
と
い
ふ
大
き
な
現
実
に
よ
つ
て
区
別
さ
れ
る
。
か
つ
て
の
ジ
ヤ
ワ
の
宮
廷
文
化
が
今

そ
の
ま
ゝ
に
博
物
館
に
絢
爛
た
る
夢
を
結
び
、
ヒ
ン
ヅ
ー
文
化
の
遺
跡
が
見
る
人
々
を
し
て
瞠
若
た
ら
し
め
る
最
高
の
芸
術
で
あ
る

と
い
ふ
こ
と
に
は
全
く
間
違
ひ
は
な
い
の
で
あ
る
が
こ
れ
を
理
解
す
る
日
本
人
の
数
が
多
い
か
ら
と
い
つ
て
そ
れ
に
正
比
例
し
て
今

日
現
在
の
ジ
ヤ
ワ
の
文
化
工
作
が
日
本
人
に
只
強
制
的
に
指
導
さ
れ
て
い
ゝ
と
い
ふ
や
う
な
理
由
に
は
な
ら
な
い
し
、
又
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
学
生
達
が
驚
く
べ
き
上
手
さ
で
日
本
唱
歌
を
歌
ひ
ま
く
ら
う
と
、
こ
れ
を
そ
の
儘
日
本
的
技
術
が
普
遍
し
た
力
で
目
的
に
行

き
渡
つ
て
ゐ
る
証
拠
だ
と
す
る
こ
と
は
早
計
な
の
で
あ
る
。
例
へ
て
い
へ
ば
生
産
的
技
術
、
芸
術
的
技
術
を
担
当
す
る
人
達
が
そ
の

文
化
の
技
術
的
工
作
に
関
し
て
的
確
な
目
標
と
計
算
さ
れ
た
数
字
を
基
礎
に
し
て
然
も
ジ
ヤ
ワ
全
体
を
対
象
と
し
て
辛
抱
強
く
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
と
取
り
組
ん
で
ゐ
る
の
だ
と
い
ひ
得
る
か
、
ジ
ヤ
ワ
の
実
体
を
つ
か
ん
だ
所
の
精
神
の
上
に
立
つ
て
仕
事
を
し
て
ゐ
る
か
、

と
い
ふ
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

　

ジ
ヤ
ワ
を
旅
し
て
車
窓
か
ら
な
が
め
て
見
よ
う
。
都
会
の
駅
を
出
て
も
の
ゝ
十
分
も
経
た
ぬ
う
ち
に
私
達
は
一
望
何
里
と
い
ふ
畑
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『ジャワ新聞』の美術関連記事

五
一

の
中
で
、
黙
々
と
し
て
働
く
農
民
の
姿
を
幾
度
と
な
く
見
か
け
る
。
こ
の
人
達
は
□
茫
と
広
い
荒
地
を
耕
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
知

り
つ
ゝ
も
営
々
と
し
て
足
許
の
土
塊
に
挑
ん
で
一
鍬
一
鍬
と
ほ
ご
し
て
か
ゝ
る
。
全
く
無
表
情
で
あ
る
。
働
い
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と

を
他
人
に
見
せ
る
興
奮
も
な
い
、
狂
躁
も
な
い
。
こ
ゝ
の
風
景
に
は
映
画
で
聞
く
や
う
な
美
し
い
音
楽
の
伴
奏
も
な
け
れ
ば
力
強
い

形
式
美
も
構
成
美
も
な
い
。
こ
の
人
達
の
仕
事
に
は
何
時
も
辛
抱
強
く
続
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
日
常
生
活
だ
け
が
あ
る
。
働
く
と
い

ふ
こ
と
の
対
象
は
表
面
に
効
果
的
で
あ
る
必
要
は
全
く
な
く
て
実
質
的
で
あ
る
こ
と
の
み
な
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
態
度
と
、
ジ

ヤ
ワ
で
挺
身
す
る
日
本
人
の
心
構
へ
が
ひ
き
く
ら
べ
ら
れ
、「
文
化
工
作
」
の
相
貌
に
つ
い
て
、
一
度
も
二
度
も
考
へ
さ
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　

私
達
の
仕
事
は
、
こ
の
足
許
に
こ
ろ
が
る
土
塊
を
一
緒
に
な
つ
て
ほ
ご
し
て
や
る
こ
と
に
出
発
す
る
。
汽
車
の
窓
か
ら
見
つ
け
た

ら
飛
び
降
り
て
す
ぐ
始
め
て
や
ら
う
。
邪
魔
を
す
る
な
と
思
は
れ
た
ら
道
理
を
聞
か
う
。
教
へ
て
も
ら
ふ
場
合
も
勿
論
あ
る
に
ち
が

ひ
な
い
。
先
方
の
道
理
が
間
違
つ
て
ゐ
た
ら
今
度
は
こ
ち
ら
が
徹
底
的
に
教
へ
て
や
る
。
二
人
で
夢
中
に
な
つ
て
手
許
が
狂
つ
た
事

に
気
が
つ
い
た
ら
す
ぐ
そ
の
場
で
や
り
直
せ
ば
い
ゝ
。
只
少
し
も
休
ん
で
は
い
け
な
い
。
こ
の
営
み
が
毎
日
毎
日
官
□
で
、
学
校
で
、

研
究
所
で
、
工
場
で
続
け
ら
れ
て
蓄
積
さ
れ
て
行
く
。
健
全
な
精
神
が
手
元
に
こ
も
つ
て
こ
の
毎
日
の
土
い
ぢ
り
を
培
つ
て
行
く
う

ち
に
文
化
工
作
も
そ
の
い
か
め
し
い
金
字
塔
の
土
台
が
築
き
上
げ
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
何
か
特
殊
な
人
達
だ
け
が
文
化
工
作
と

い
ふ
も
の
を
や
る
の
だ
と
い
ふ
概
念
は
あ
り
得
べ
く
も
な
く
、
自
分
を
意
識
す
る
こ
と
だ
け
に
興
奮
し
き
つ
た
頭
で
つ
か
ち
の
「
ば

け
も
の
」
が
横
行
し
だ
し
た
ら
大
変
だ
。「
ま
づ
土
か
ら
ほ
ご
す
」
と
い
ふ
態
度
で
あ
る
。
形
式
は
い
ら
な
い
。
事
実
を
し
て
先
行

せ
し
め
る
と
こ
ろ
の
こ
の
道
が
正
し
い
秩
序
の
も
と
、
健
全
な
具
体
的
生
活
様
態
に
表
現
さ
れ
て
、
新
し
い
ジ
ヤ
ワ
は
発
展
し
て
行

く
の
で
あ
る
。
本
当
に
勝
利
へ
の
力
が
結
集
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
河
野
鷹
思
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五
二

■
新
ジ
ャ
ワ
美
術
展
評　

理
想
を
追
ふ
精
進
／
独
立
認
容
の
力
強
い
影
響　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
昭
和
一
九
年
一
一
月
七
日

　

□
□
ご
と
に
開
か
れ
る
啓
民
文
化
指
導
所
主
催
新
ジ
ャ
ワ
美
術
展
は
天
長
節
、
明
治
節
を
寿
ぐ
こ
と
そ
れ
ぞ
れ
二
回
。
こ
こ
に
第

四
回
目
が
三
日
か
ら
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
市
錦
通
り
の
指
導
所
分
室
で
開
か
れ
連
日
熱
心
な
観
衆
を
惹
き
つ
け
て
ゐ
る
。
吉
岡
憲
指
導

員
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
画
家
の
最
近
の
傾
向
を
聞
く

　

独
立
認
容
の
力
強
い
□
□
が
芸
術
活
動
に
か
く
も
は
っ
き
り
現
れ
て
ゐ
る
の
は
注
目
し
て
良
い
。
制
作
意
欲
の
旺
盛
さ
や
全
体
の

水
準
向
上
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
独
立
認
容
を
契
機
に
“
民
族
の
再
発
見
”
と
い
ふ
か
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
本
来
の
姿
を
追
求
す
る

真
摯
な
努
力
が
随
所
に
看
取
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
は
物
を
描
く
だ
け
で
そ
こ
に
何
か
明
確
な
目
的
が
把
握
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
が
今

や
増
産
、
防
衛
、
勝
利
と
画
因
も
主
観
も
情
熱
と
感
激
を
も
っ
て
描
か
れ
て
ゐ
る
。
造
船
所
や
鉄
工
所
の
増
産
□
□
□
□
、
防
衛
戦

士
の
気
概
、
ま
た
独
立
認
容
を
強
調
し
た
作
品
が
と
く
に
目
立
つ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
伝
説
を
□
つ
て
も
□
ひ
と
か
□
□
を
描
き
、

自
分
自
身
を
見
出
さ
う
と
す
る
努
力
に
燃
え
て
い
る
。

　

ス
ロ
ノ
の
「
□
□
」
は
空
の
色
が
あ
く
ど
く
空
間
の
描
写
力
が
貧
弱
で
量
感
も
出
て
ゐ
な
い
欠
点
は
あ
る
が
相
当
の
出
来
栄
え
と

い
っ
て
よ
い
。
ヘ
ン
ナ
ン
ト
ン
の
「
バ
テ
ッ
ク
」
も
力
作
で
あ
る
。
ス
ジ
ョ
ヨ
ノ
の
「
画
家
オ
ッ
ト
」
の
モ
デ
ル
は
元
啓
民
文
化
指

導
所
美
術
部
員
オ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ヤ
ス
ン
タ
ラ
が
防
衛
義
勇
軍
中
隊
長
と
し
て
の
晴
姿
、
百
号
の
□
□
は
や
や
大
き
過
ぎ
る
し
手
法
も

□
□
と
は
い
へ
モ
チ
ー
フ
は
な
か
な
か
面
白
い
。
ア
フ
ァ
ン
デ
ィ
は
技
術
的
に
優
れ
て
は
ゐ
た
が
「
乞
食
」
と
い
ふ
対
象
が
非
健
康

的
な
た
め
採
ら
れ
な
か
っ
た
。
□
□
□
□
□
尾
上
等
兵
の
「
レ
ン
バ
ン
攻
略
」
は
最
高
指
揮
官
に
献
上
さ
れ
る
三
百
号
の
大
作
で
、

軍
務
の
余
暇
に
制
作
さ
れ
た
努
力
は
感
嘆
の
外
は
な
い
。

　

い
ま
美
術
館
で
二
十
名
ば
か
り
現
地
住
民
に
デ
ッ
サ
ン
を
主
と
し
た
基
礎
的
訓
練
を
や
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

絵
画
は
バ
リ
の
絵
が
民
芸
と
し
て
一
部
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
何
等
見
る
べ
き
も
の
な
し
と
さ
れ
て
ゐ
た
。
実
際
か
れ
ら
は
器
用

で
す
ぐ
上
手
に
は
な
る
が
物
の
形
が
描
け
る
や
う
に
な
る
と
そ
れ
以
上
踏
み
出
さ
う
と
し
な
い
。
ス
ラ
ン
プ
で
は
な
く
行
詰
ま
り
で
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五
三

あ
る
。

　

今
後
は
物
真
似
で
は
な
く
民
族
の
自
覚
と
文
化
昂
揚
を
め
ざ
す
真
の
芸
術
の
誕
生
を
中
□
□
□
の
中
に
期
待
し
た
い
。

■
第
四
回
新
ジ
ヤ
ワ
美
術
展　
『
シ
ン
・
ジ
ャ
ワD

jaw
a B

aroe

』
第
二
二
号　

昭
和
一
九
年
一
一
月
一
五
日

　

十
一
月
三
日
か
ら
同
十
二
日
ま
で
、
ジ
ヤ
カ
ル
タ
特
別
市
錦
通
り
、
啓
民
文
化
指
導
所
分
室
で
開
催
、
出
品
作
品
点
数
七
十
六
点
。

前
回
に
比
し
水
準
は
幾
分
向
上
し
た
よ
う
だ
が
総
じ
て
萎
縮
し
、
色
彩
に
、
筆
致
に
南
方
民
の
持
つ
奔
放
明
快
さ
と
そ
の
中
に
潜
む

情
趣
の
失
は
れ
て
ゐ
る
の
が
淋
し
い
。

■
ジ
ヨ
ク
ジ
ヤ
で
現
地
民
絵
画
展　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
昭
和
一
九
年
一
二
月
一
二
日

　

啓
民
文
化
指
導
所
支
部
で
は
先
頃
ジ
ヤ
カ
ル
タ
で
公
開
さ
れ
た
現
地
住
民
絵
画
展
覧
会
出
品
作
品
四
十
七
点
を
ジ
ヨ
ク
ジ
ヤ
へ
移

し
て
十
一
日
か
ら
展
覧
会
を
催
し
た

■
（
コ
ラ
ム
）
戦
列
断
想　

侮
蔑
的
な
「
原
住
民
」　

民
心
把
握
の
立
場
か
ら　

ス
ワ
ル
デ
ー
・
タ
ス
リ
フ　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
昭
和

二
〇
年
一
月
二
〇
日

　

旧
蘭
印
時
代
に
お
い
て
我
々
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
最
も
気
に
障
つ
た
こ
と
は
「
イ
ン
ラ
ン
デ
ル
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。「
イ
ン
ラ
ン
ド
」
と
は
内
地
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、「
イ
ン
ラ
ン
デ
ル
」
と
は
内
地
に
元
か
ら
住
む
人
々
で
、
日
本
語
の
「
原

住
民
」
と
同
意
で
あ
り
ま
す
。
語
学
の
立
場
か
ら
す
る
「
イ
ン
ラ
ン
デ
ル
」
の
意
味
か
ら
離
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
こ
れ
に
特
殊
な
意

味
を
含
め
、
我
々
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
地
位
に
お
い
て
も
、
知
識
に
お
い
て
も
最
も
低
い
人
種
と
見
な
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
軽

蔑
す
る
時
は
必
ず
「
イ
ン
ラ
ン
デ
ル
」
と
い
ふ
言
葉
を
使
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。「
マ
ア
汚
い
、
イ
ン
ラ
ン
デ
ル
だ
か
ら
い
ゝ
ん
だ
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五
四

よ
」
と
か
「
イ
ン
ラ
ン
デ
ル
だ
か
ら
そ
ん
な
馬
鹿
な
事
は
当
然
だ
」
と
い
ふ
こ
と
は
毎
日
聞
か
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
我
々
に
対

す
る
「
イ
ン
ラ
ン
デ
ル
」
と
い
ふ
名
称
は
如
何
に
当
り
障
り
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
か
を
、
ま
た
如
何
に
我
々
の
感
情
を
害
す
る
も
の

で
あ
る
か
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
以
外
の
人
々
は
了
解
し
得
な
い
こ
と
と
思
ひ
ま
す
。
我
々
は
こ
の
言
葉
を
聞
く
度
毎
に
言
葉
に
表
せ

な
い
苦
痛
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
イ
ン
ラ
ン
デ
ル
」
と
い
は
れ
る
こ
と
は
ど
ん
な
侮
蔑
の
言
葉
よ
り
も
、
打
た
れ
る
こ
と
よ

り
も
傷
々
し
く
、
苦
々
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
策
の
桎
梏
下
に
呻
吟
し
て
ゐ
た
我
々
は
こ
れ
に
対
し
何
も
出
来
な
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
三
百
年
の
う

ら
み
は
今
で
も
心
の
中
に
燃
え
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
十
七
年
三
月
九
日
無
限
の
闇
か
と
思
は
れ
た
長
夜
が
明
け
て
ジ
ヤ
ワ

に
輝
か
し
い
日
が
訪
れ
て
来
ま
し
た
。
神
國
日
本
の
神
兵
ジ
ヤ
ワ
に
来
る
や
僅
か
九
日
間
に
し
て
蘭
印
政
府
が
無
条
件
で
降
伏
し
新

ジ
ヤ
ワ
が
甦
つ
て
来
ま
し
た
。
あ
の
日
の
喜
び
あ
の
日
の
感
謝
こ
れ
に
過
ぐ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
御
心
の
宏
大
無
辺
に
対
し
こ
ゝ
に
限
り
な
き
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
と
共
に
肉
体
挺
身
、
決
死
敢
闘
せ
ら
れ
た
皇
軍
将
兵
の
武
運
長

久
を
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

新
ジ
ヤ
ワ
が
誕
生
し
た
！
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
住
民
が
神
兵
の
温
か
い
手
に
よ
つ
て
三
百
年
の
眠
り
か
ら
覚
ま
さ
れ
た
。
憎
い
オ
ラ
ン

ダ
の
植
民
地
史
が
終
了
し
た
。
侮
蔑
も
な
く
、
傷
々
し
い
「
イ
ン
ラ
ン
デ
ル
」
の
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ゝ
あ
の
時
の
喜
び
、
あ

の
時
の
嬉
し
さ
。
日
本
語
で
「
原
住
民
」
と
い
ふ
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
語
学
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
何
等
の
特
殊
な
意
味
を
持
つ
て
居

な
い
が
然
し
…
…
「
原
住
民
」
と
い
ふ
言
葉
は
所
謂
「
イ
ン
ラ
ン
デ
ル
」
と
同
じ
響
を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
し
て
聞
く
度
毎
に
昔
同

様
の
侮
り
を
自
然
に
思
ひ
出
し
ま
す
。
軍
政
当
局
で
は
ず
つ
と
以
前
か
ら
「
原
住
民
」
と
い
ふ
言
葉
を
使
用
せ
ず
「
現
地
民
」
と
い

ふ
名
称
を
使
つ
て
を
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
も
東
印
度
独
立
容
認
後
は
そ
の
代
り
に
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
と
い
ふ
名
称
を
使
つ
て
を
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
多
数
の

日
本
人
の
方
々
は
未
だ
「
原
住
民
」
と
い
ふ
言
葉
を
使
つ
て
を
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
我
々
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
対
し
将
来
独
立

03_（縦）後小路 雅弘.indd   54 2014/03/07   21:37:04



『ジャワ新聞』の美術関連記事

五
五

す
る
こ
と
が
認
容
さ
れ
ま
し
た
。
独
立
後
も
ま
た
日
本
人
と
同
生
共
死
を
一
貫
せ
ん
こ
と
を
誓
つ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
住
民
の
一
人
と

し
て
こ
ゝ
に
日
本
人
の
方
々
に
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。
そ
れ
は
即
ち
我
々
を
呼
ぶ
時
に
、
我
々
に
つ
い
て
話
す
時
に
「
原
住
民
」
と

い
う
名
称
を
避
け
、「
現
地
民
」
よ
り
も
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
と
い
ふ
名
称
を
お
使
ひ
に
な
つ
て
頂
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
こ
れ
こ

そ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
心
を
収
穫
す
る
た
め
の
一
助
で
あ
り
、
民
心
把
握
に
資
す
る
道
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。【
筆
者
は
奉
公
会
主

催
独
立
認
容
感
謝
必
勝
決
意
表
明
日
本
語
演
説
大
会
の
一
等
当
選
者
で
、
す
べ
て
原
文
通
り
】　

■
勤
労
美
術
展
覧
会　

八
日
か
ら
ジ
ャ
カ
ル
タ
で　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
昭
和
二
〇
年
二
月
三
日

　

逞
し
い
勤
労
意
欲
を
彩
管
を
通
し
て
実
現
し
た
勤
労
美
術
展
覧
会
が
八
日
か
ら
十
五
日
ま
で
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
市
錦
通
啓
民
文
化

指
導
所
分
室
で
開
か
れ
る
。

　

主
催
同
所
、
後
援
宣
伝
部
ジ
ャ
カ
ル
タ
工
作
隊
。
主
と
し
て
原
住
民
作
品
に
加
へ
日
本
人
指
導
員
も
賛
助
出
品
し
総
計
約
六
十
点
、

会
場
即
売
を
行
ひ
売
上
金
は
全
部
勤
労
戦
士
後
援
会
へ
寄
附
さ
れ
る
。
ス
ロ
ソ
、
バ
ス
キ
ル
ソ
ボ
両
氏
が
ス
カ
ネ
ガ
ラ
開
梱
地
へ
挺

身
し
一
ヶ
月
の
錬
成
の
中
か
ら
生
れ
た
作
品
二
十
数
点
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。

■
勤
労
者
絵
画
展　

け
ふ
か
ら
開
く　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
昭
和
二
〇
年
二
月
八
日

　

勤
労
意
欲
を
昂
揚
す
る
た
め
啓
民
文
化
指
導
所
で
は
既
報
の
ご
と
く
八
日
か
ら
十
五
日
ま
で
勤
労
精
神
昂
揚
絵
画
展
を
開
催
す
る
。

出
品
作
者
は
す
べ
て
勤
労
者
と
し
て
の
経
験
者
ば
か
り
で
あ
る
。
写
真
は
バ
ス
キ
レ
ソ
ボ
君
の
作
「
勤
労
者
」

■
ジ
ャ
カ
ル
タ
邦
人
絵
画
展
覧
会　
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
昭
和
二
〇
年
四
月
六
日

　

激
し
い
戦
ひ
の
下
に
も
尚
且
に
じ
み
出
る
邦
人
の
高
き
情
操
、
各
々
の
職
場
に
精
励
す
る
寸
暇
を
さ
き
趣
味
の
絵
筆
に
描
か
れ
た
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五
六

作
品
を
一
堂
に
集
め
諸
賢
の
観
賞
に
供
す
る
次
第

一
、
会
期　

四
月
二
十
九
日
（
天
長
節
）
よ
り
五
月
十
五
日
迄

二
、
会
場　

興
亜
文
化
会
館　

ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
市
大
和
橋
北
通
り
二
番
地
（
ホ
テ
ル
・
デ
ス
・
イ
ン
デ
ス
前
）

三
、
搬
入
期
日　

四
月
二
十
五
日
迄

四
、
搬
入
場
所　

啓
民
文
化
指
導
所
美
術
部

　
　

ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
市
錦
通
り
（
レ
イ
ス
・
ウ
エ
イ
ク
）
一
八
番
地　

電
話
ジ
ャ
カ
ル
タ
二
四
七
六
番

五
、
出
品
作
分
類　

日
本
画
、
油
絵
、
水
彩
画
、
パ
ス
テ
ル
、
ク
レ
オ
ン
、
素
描
、
版
画
等
々

六
、
出
品
者　
（
イ
）
邦
人
に
し
て
趣
味
に
絵
筆
を
と
ら
れ
る
方
々
は
遠
方
に
て
も
奮
っ
て
出
品
あ
り
た
し
、
勿
論
ジ
ャ
カ
ル
タ
以

外
に
在
住
の
方
々
の
出
品
も
歓
迎
す

　
　
　
　
　
　
（
ロ
）
出
品
画
に
は
額
縁
を
付
し
、
裏
面
に
は
出
品
者
の
氏
名
、
所
属
を
明
記
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
（
ハ
）
軍
病
院
に
寄
贈
希
望
の
方
に
対
し
て
は
特
に
感
謝
す
、
尚
売
却
希
望
者
は
売
価
記
入
の
こ
と

七
、
審
査
委
員　

小
野
佐
世
男　

吉
岡
憲　

山
本
正　

山
崎
光
芳　

三
輪
田
元
也

八
、
賞　

優
秀
な
る
作
品
に
対
し
て
は
賞
を
呈
す

　

主
催　

邦
人
報
国
団
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部　

　

後
援　

軍
政
監
部
宣
伝
部　

軍
政
監
部
邦
人
事
務
部　

ジ
ャ
ワ
奉
公
会
啓
民
文
化
指
導
所　

興
亜
文
化
会
館

■
美
術
指
導
者
の
展
覧
会
『
シ
ン
・
ジ
ャ
ワD

jaw
a B

aroe

』
第
九
号　

昭
和
二
〇
年
五
月
一
日

　

美
術
指
導
者
の
絵
画
展
覧
会
が
、
四
月
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
ジ
ヤ
カ
ル
タ
特
別
市
錦
通
り
啓
民
文
化
指
導
所
展
覧
会
場
で
開
か

れ
た
。
出
陳
点
数
六
十
、
本
誌
の
漫
画
で
お
馴
染
み
の
小
野
佐
世
男
氏
の
軽
妙
な
多
数
写
生
画
の
中
に
、
本
格
的
な
画
境
を
示
す
も
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『ジャワ新聞』の美術関連記事

五
七

の
が
あ
つ
た
。
本
展
覧
会
を
観
た
画
家
志
望
者
は
、
各
指
導
者
個
々
の
作
品
か
ら
、
画
材
、
手
法
、
傾
向
な
ど
を
鵜
呑
み
に
し
て
直

接
真
似
す
る
こ
と
な
く
、
作
品
を
通
じ
て

各
指
導
者
の
現
在
ま
で
の
苦
心
と
努
力
を

偲
び
、
自
己
独
自
の
画
境
を
ひ
ら
い
て
闊

達
に
画
筆
に
精
進
す
べ
き
だ

■
第
５
回
新
ジ
ャ
ワ
美
術
展　
『
シ
ン
・

ジ
ャ
ワD

jaw
a B

aroe

』
第
一
〇
号　

昭
和
二
〇
年
五
月
一
五
日
【
図
版
６
】

■
参
考
『
昭
和
十
九
年
ジ
ャ
ワ
年
鑑
』
に

み
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
と
啓
民
文
化
指

導
所

　
『
昭
和
十
九
年
ジ
ャ
ワ
年
鑑
』（
ジ
ャ
ワ

新
聞
社　

一
九
四
四
年　

復
刻
版　

株
式

会
社
ビ
ブ
リ
オ　

一
九
七
三
年
）
に
は

「
宣
傳
・
報
道
」
と
題
さ
れ
た
項
目
が
あ
り
、

そ
こ
に
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

活
動
の
概
略
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

６．第 5 回新ジャワ美術展を報じる『シン・ジャワ』の記事
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五
八

よ
る
と
、
日
本
軍
主
力
と
と
も
に
「
蘭
印
方
面
軍
宣
傳
班
は
、
対
敵
宣
傳
の
主
要
任
務
を
帶
び
」
て
ジ
ャ
ワ
に
上
陸
し
、
オ
ラ
ン
ダ

軍
降
伏
後
は
、「
軍
政
の
施
行
と
共
に
宣
伝
部
と
な
り
、
軍
政
監
部
の
内
局
と
し
て
、
戰
時
下
宣
傳
報
道
業
務
を
担
当
」
し
た
。
そ

の
宣
伝
報
道
業
務
に
は
「
作
戰
間
の
宣
傳
期
」「
戡
定
直
後
宣
伝
期
」「
軍
政
透
徹
宣
傳
期
」
の
三
段
階
が
あ
っ
た
、
と
す
る
。
以
下

段
階
ご
と
に
要
点
を
略
述
す
る
。

一
、「
作
戰
間
の
宣
傳
期
」

　

宣
伝
班
は
、「
敵
戰
意
の
破
碎
」「
資
源
破
壊
の
防
止
、
皇
軍
将
兵
の
士
気
鼓
舞
」「
内
地
へ
の
報
道
、
占
領
直
後
の
民
心
の
安
定

を
計
る
宣
傅
宣
撫
工
作
」
な
ど
を
任
務
と
し
、「
戦
う
宣
傅
隊
と
し
て
世
界
戦
史
上
に
も
か
つ
て
無
か
つ
た
尨
大
な
文
化
思
想
戦
部

隊
で
あ
つ
た
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
電
波
、
写
真
、
フ
ィ
ル
ム
、
音
声
、「
紙
の
彈
丸
」
ポ
ス
タ
ー
や
伝
単
類
、
ア
ド
バ

ル
ー
ン
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
、「
重
要
任
務
を
担
当
し
得
る
広
汎
な
職
能
人
を
班
員
と
し
て
集
め
」、
昭
和
十
七
年
三
月

一
日
、
ジ
ャ
ワ
島
に
上
陸
。「
三
月
九
日
、
全
蘭
印
軍
無
條
件
降
伏
に
至
る
ま
で
、
幾
多
の
重
要
任
務
を
完
う
し
た
」
と
さ
れ
る
。

二
、「
戡
定
直
後
宣
伝
期
」

　

オ
ラ
ン
ダ
降
伏
後
、「
日
本
軍
の
真
意
を
徹
底
せ
し
め
人
心
を
收
攬
す
る
こ
と
」
が
、
早
急
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

上
陸
後
た
だ
ち
に
放
送
を
開
始
し
、
放
送
圏
は
ジ
ャ
ワ
全
島
及
び
南
部
ス
マ
ト
ラ
、
南
部
ボ
ル
ネ
オ
、
ロ
ン
ボ
ク
島
に
及
ん
だ
。

　

新
聞
は
、
ま
ず
「
赤
道
報
」
と
題
す
る
邦
字
版
陣
中
新
聞
を
三
月
九
日
よ
り
発
行
し
、
さ
ら
に
現
地
住
民
紙
の
「
中
央
指
導
紙
」

と
し
て
、「
ア
シ
ア
ラ
ヤ
」
を
四
月
二
十
九
日
よ
り
発
行
し
た
。

　

そ
の
問
、
住
民
に
対
す
る
「
啓
蒙
思
想
運
動
」
と
し
て
「
三
亜
運
動
（
日
本
は
ア
ジ
ア
の
光　

日
本
は
ア
ジ
ア
の
母
体　

日
本
は

ア
ジ
ア
の
指
導
者
）」
を
展
開
し
た
。

　

戡
定
直
後
の
宣
伝
は
「
千
早
学
校
の
開
設
、
青
年
訓
練
所
の
創
設
、
日
本
語
學
校
の
開
校
、
日
本
語
解
說
圖
書
の
出
版
、
其
の
他

全
島
映
畫
館
の
監
督
、
映
畫
製
作
の
儋
當
、
或
は
演
劇
の
指
導
、
宣
傅
資
料
の
製
作
等
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
報
道
班
は
、
宣
伝
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『ジャワ新聞』の美術関連記事

五
九

班
員
が
兼
務
し
て
報
道
検
閲
に
あ
た
り
、
後
に
宣
伝
班
に
合
併
さ
れ
た
。

　
「
ジ
ャ
ワ
軍
政
機
構
は
着
々
整
備
の
緒
に
つ
き
、
宣
傅
班
は
改
組
さ
れ
、
宣
傅
部
と
し
て
軍
政
機
構
の
中
に
入
り
、
戡
定
後
、
軍

政
草
創
の
期
に
お
け
る
當
部
の
宣
傅
工
作
上
の
緊
急
措
置
に
よ
る
業
務
を
軍
政
機
関
に
移
管
を
行
ふ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。」

三
、「
軍
政
透
徹
宣
傳
期
」

　
「
軍
政
監
部
宣
傳
部
」
と
な
り
、
機
構
整
備
に
よ
っ
て
、
宣
伝
部
の
業
務
は
「
他
に
移
管
さ
れ
始
め
、
昭
和
十
八
年
四
月
」
に
は

終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ジ
ャ
ワ
全
島
の
放
送
機
関
は
放
送
管
理
局
に
移
管
。
ア
ネ
タ
通
信
社
を
接
収
し
て
作
っ
た
八
洲
通
信
社

と
い
う
宣
伝
班
の
通
信
機
関
は
同
盟
通
信
社
に
移
管
。「
赤
道
報
」
か
ら
「
う
な
ば
ら
」
と
改
題
さ
れ
て
い
た
陣
中
新
聞
は
ジ
ャ
ワ

新
聞
社
に
移
管
し
「
ジ
ャ
ワ
新
聞
」
と
し
て
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宣
伝
部
が
担
当
し
て
い
た
映
画
公
社
の
仕
事
は
、
製
作

機
構
を
日
本
映
画
社
に
、
配
給
を
映
画
配
給
社
に
そ
れ
ぞ
れ
移
管
し
た
。
学
校
、
訓
練
所
は
文
教
局
に
移
管
し
、
検
閲
は
軍
検
閲
班

に
移
管
し
た
。

　

宣
伝
班
は
、
上
陸
後
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
バ
ン
ド
ン
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ス
マ
ラ
ン
、
ス
ラ
バ
ヤ
に
分
駐
し
、
各
地
に
お
け
る

「
放
送
、
映
畫
、
啓
民
、
演
芸
、
檢
閲
、
情
報
」
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
ジ
ャ
ワ
軍
政
は
「
透
徹
期
」
に
入
り
、
前
記
各
宣
伝

機
関
へ
の
移
管
に
よ
っ
て
、「
地
方
へ
の
宣
伝
実
施
期
を
迎
へ
た
」
と
す
る
。

　

昭
和
十
八
年
四
月
、
各
州
に
宣
伝
部
員
が
配
属
さ
れ
、
地
方
宣
伝
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
地
域
的
に
よ
り
強
化
、
統
一
し
た
も
の
に

す
る
た
め
に
、
地
方
工
作
隊
を
設
置
し
て
最
下
部
組
織
へ
の
浸
透
を
図
っ
た
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
宣
伝
本
部
は
、
宣
伝
、
報
道
上
の
企
画

や
指
導
、
資
料
の
調
製
を
担
当
し
、
地
方
工
作
隊
を
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
バ
ン
ド
ン
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ス
マ
ラ
ン
、
マ
ラ
ン
、

ス
ラ
バ
ヤ
に
設
置
、
各
工
作
隊
は
、
地
方
へ
の
軍
政
の
透
徹
を
図
っ
た
。

　

ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
宣
伝
活
動
は
、「
思
想
啓
蒙
」
に
重
点
が
あ
っ
た
が
、
第
三
期
の
「
軍
政
透
徹
宣
傅
期
」
に
は
、「
單
な
る
抽
象

的
宣
傅
で
は
な
く
、
具
体
的
問
題
と
固
く
結
び
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
」
と
い
う
。
つ
ま
り
「
郷
土
防
衛
宣
傅
を
中
心
と
し
、
防
衞
義
勇
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六
〇

軍
志
願
者
の
激
励
、
之
に
伴
ふ
民
防
衞
の
徹
底
、
供
出
米
の
促
進
、
營
務
供
出
、
食
糧
生
産
宣
傳
等
に
依
る
総
力
化
運
動
」
を
推
進

し
た
結
果
、
郷
土
防
衛
熱
が
高
ま
り
、
ジ
ャ
ワ
防
衛
義
勇
軍
へ
の
志
願
者
が
何
倍
に
も
増
加
し
た
と
す
る
。

　

さ
ら
に
軍
政
監
部
は
、
新
た
に
「
啓
民
文
化
指
導
所
」
と
い
う
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
の
拠
点
と
な
る
組
織
を
、
昭
和
一
八
年
四
月

二
九
日
に
開
設
す
る
。
以
下
主
要
部
分
を
抜
粋
す
る
。

■
啓
民
文
化
指
導
所

設
立
の
趣
旨

　

三
百
年
に
亙
る
オ
ラ
ン
ダ
植
民
政
策
に
虐
げ
ら
れ
て
來
た
ジ
ャ
ワ
五
千
万
民
衆
に
適
正
な
精
神
的
導
向
を
與
へ
、
皇
國
の
精
神
的

文
化
的
雰
囲
氣
を
醸
成
滲
透
せ
し
め
る
こ
と
は
大
東
亞
建
設
の
根
本
要
件
な
る
に
鑑
み
、
圭
と
し
て
藝
能
文
化
の
面
か
ら
民
衆
の
啓

蒙
自
覺
を
促
す
べ
く
、
中
央
指
導
機
関
と
し
て
昭
和
十
八
年
四
月
、
軍
政
監
部
に
よ
つ
て
設
立
せ
ら
れ
た
。

事
業
方
針

　

事
業
は
極
め
て
廣
汎
多
岐
に
亙
る
が
、
こ
れ
を
概
言
す
れ
ば

（
一
）
健
全
な
る
傳
統
藝
能
の
保
護
助
成
と
指
導

（
二
）
敵
性
或
は
不
健
全
藝
能
の
排
除
と
新
理
念
に
基
く
純
正
文
化
の
昂
揚

（
三
）
日
本
の
國
情
と
文
化
の
普
及
紹
介

（
四
）
民
衆
娯
樂
の
供
諾
と
こ
れ
を
媒
体
と
す
る
啓
蒙
宣
傳

（
五
）
藝
能
文
化
團
体
の
統
制
と
藝
能
文
化
人
の
養
成

（
六
）
大
東
亞
圈
各
文
化
團
体
と
の
連
絡
協
力

等
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
。
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『ジャワ新聞』の美術関連記事

六
一

機
構

本
部
、
事
業
部
、
文
學
部
、
音
樂
部
、
美
術
部
、
演
劇
部
の
六
部
を
置
く
。
人
的
配
置
は
專
ら
原
住
民
を
職
員
と
し
日
本
人
は
指
導

委
員
と
し
て
軍
政
監
部
よ
り
派
遣
せ
ら
れ
両
者
協
力
し
て
事
業
を
運
營
し
て
ゐ
る
。
役
員
お
よ
び
職
員
は
左
の
と
ほ
り
。

顧
問
及
び
参
與　

若
干
名
（
軍
政
機
関
の
関
係
部
局
代
表
者
及
び
原
住
民
よ
り
選
任
）

所
長　

一
名
（
現
在
日
本
人
）
総
務　

一
名
（
現
在
日
本
人
）
指
導
委
員　

若
干
名
（
日
本
人
）
部
長　

六
名
（
原
住
民
）
部
員　

若
干
名
（
原
住
民
）

バ
ン
ド
ン
、
マ
ラ
ン
、
ス
ラ
バ
ヤ
、
ス
マ
ラ
ン
各
市
に
支
部
を
置
き
、
地
方
文
化
事
業
の
中
心
を
な
し
て
ゐ
る
。
本
部
支
部
の
所
在

地
次
の
と
ほ
り
。

本
部　

ジ
ヤ
カ
ル
タ
特
別
市
ノ
ル
ド
ウ
エ
ー
ク
三
九　

バ
ン
ド
ン
支
部　

バ
ン
ド
ン
市
グ
ル
ト
・
ホ
ス
ト
ウ
エ
・
ウ
ス
ト
五
三　

マ

ラ
ン
支
部　

マ
ラ
ン
市
昭
和
通
一
一
三　

ス
ラ
バ
ヤ
支
部　

ス
ラ
バ
ヤ
市
カ
リ
ア
シ
ン
八
九　

ス
マ
ラ
ン
支
部　

ス
マ
ラ
ン
市
ボ
ジ

ヨ
ン
一
五
五

各
部
の
事
業
内
容
は
次
の
と
ほ
り
で
あ
る
。

▽
事
業
部
＝
各
部
事
業
の
統
制
と
連
絡
外
部
関
係
機
関
と
の
連
絡
、
日
本
及
び
大
東
亞
共
榮
圈
各
地
文
化
團
体
と
の
連
絡
、
啓
民
文

化
に
関
す
る
各
種
事
業
、
皇
軍
慰
問
並
び
に
各
種
公
共
催
物
、
そ
の
他
藝
能
に
依
る
啓
蒙
宣
傅
。
今
日
ま
で
軍
政
に
卽
應
し
実
施
し

た
主
要
事
業
は
宣
傳
部
そ
の
他
機
関
と
の
協
力
に
よ
る
藝
能
各
事
業
、
郷
土
防
衞
精
神
の
昂
揚
、
增
産
促
進
奉
公
精
神
昂
揚
の
各
宣

傳
、
藝
能
に
よ
る
皇
軍
慰
問
と
民
衆
宣
撫
工
作
等
で
あ
る
。

▽
文
學
部
＝
マ
ラ
イ
語
機
関
誌K

eboedajaanT
im

oer

（
東
方
文
化
）
の
発
行
、
飜
訳
事
業
、
青
年
文
學
會
の
開
催　

大
東
亞
小

説
募
集
、
現
地
職
場
へ
作
家
派
遣
、
啓
民
文
化
講
座
の
開
催
、
外
部
と
の
提
携
事
業
、
新
聞
雑
誌
へ
小
説
の
提
供
斡
旋
、
放
送
劇
の

創
作
出
演
、
映
畫
脚
本
の
提
供
、
映
畫
台
辞
の
飜
訳
、
學
校
劇
團
そ
の
他
各
團
体
に
対
す
る
演
劇
脚
本
の
修
文
と
提
供
、
音
樂
部
へ
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六
二

の
作
詞
提
供
、
日
本
人
作
家
と
の
交
驩
、
巡
回
慰
問
隊
へ
の
脚
本
提
供
（
以
下
省
略
）。

▽
音
楽
部
＝
敵
性
音
樂
の
排
除
、
音
樂
團
体
の
統
制
指
導
、
ガ
メ
ラ
ン
及
び
民
謡
の
保
存
普
及
、
混
聲
合
唱
團
の
結
成　

日
本
歌
曲

の
紹
介
、
新
曲
の
発
表
、
慰
安
宣
撫
工
作
等
。（
以
下
省
略
）

▽
美
術
工
藝
部
＝
繪
畫
及
び
寫
眞
展
覧
會
の
開
催
、
新
聞
雑
誌
及
び
放
送
に
よ
る
美
術
面
よ
り
す
る
啓
蒙
宣
傳
と
東
洋
美
術
古
美
術

等
の
研
究
論
文
発
表
、
毎
月
一
回
以
上
講
演
會
開
催
、
部
内
に
研
究
室
を
設
置
し
純
粹
美
術
、
宣
傳
美
術
生
活
美
術
、
生
産
美
術
研

究
指
導
等
。
年
二
回
の
定
期
展
覧
會
の
如
き
は
全
ジ
ワ
の
美
術
家
は
競
つ
て
應
募
し
作
品
は
莫
大
な
数
に
及
び
、
最
高
指
揮
官
賞
、

軍
政
監
賞
そ
の
他
の
賞
を
授
與
、
ジ
ヤ
カ
ル
タ
は
じ
め
バ
ン
ド
ン
、
ス
マ
ラ
ン
、
ジ
ヨ
ク
ジ
ヤ
、
ソ
ロ
、
ス
ラ
バ
ヤ
、
マ
ラ
ン
の
各

地
を
巡
回
す
る
。
不
定
期
展
と
し
て
は
伊
東
深
水
畫
伯
ス
ケ
ツ
チ
展
大
東
亞
共
榮
圏
寫
眞
展
、
小
野
佐
世
男
畫
伯
從
軍
作
品
展
等
多

大
の
成
果
を
收
め
た
。
研
究
室
は
第
一
部
第
二
部
に
分
れ
第
一
部
は
全
ジ
ャ
ワ
の
美
術
家
を
部
員
と
し
毎
月
二
回
以
上
研
究
會
が
開

か
れ
て
ゐ
る
。
第
二
部
は
二
十
歳
未
満
の
も
の
を
公
募
し
実
技
試
験
の
上
入
部
せ
し
め
る
も
の
で
現
在
四
十
五
名
の
研
究
生
が
技
術

と
精
神
の
錬
成
に
努
め
て
ゐ
る
。
現
在
指
導
委
員
は
河
野
孝
、
小
野
佐
世
男
、
山
本
正
、
ア
グ
ス
・
ジ
ヤ
ヤ
ス
ミ
ン
タ
、
オ
ツ
ト
・

ジ
ヤ
ヤ
ス
ン
タ
ラ
、
バ
ス
キ
・
ル
ソ
ボ
ウ
、
ス
バ
ン
ト
等
で
ス
チ
ヨ
リ
以
下
七
名
の
研
究
室
第
一
部
の
委
員
が
美
術
指
導
の
助
手
と

し
て
努
力
し
て
ゐ
る
。

▽
演
劇
演
藝
部
＝
啓
蒙
宣
傅
劇
上
演
の
奨
勵
、
古
典
演
劇
演
藝
の
傅
統
保
存
、
健
全
娯
樂
の
提
供
、
劇
團
組
合
の
結
成
促
進
。（
以

下
省
略
）

　

な
お
、『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
等
の
資
料
か
ら
、
現
地
住
民
を
対
象
と
し
た
軍
政
に
よ
る
全
国
規
模
の
公
募
美
術
コ
ン
ク
ー
ル
展
「
新

ジ
ャ
ワ
美
術
展
」
が
、
合
計
五
回
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

◆
第
一
回
新
ジ
ャ
ワ
生
活
美
術
展　

会
期　

昭
和
一
八
年
四
月　

詳
細
不
明
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『ジャワ新聞』の美術関連記事

六
三

◆
第
二
回
全
ジ
ャ
ワ
美
術
展
／
明
治
節
奉
祝
美
術
展　

会
期　

昭
和
一
八
年
一
一
月
三
日
～
一
二
日　

会
場　

啓
民
文
化
指
導
所
分

室
（
ジ
ヤ
カ
ル
タ
特
別
市
ラ
イ
ス
ウ
エ
ー
ク
）　

絵
画
二
五
〇
点
の
応
募
の
う
ち
入
選
六
五
点　

彫
刻
五
〇
余
点
の
応
募
の
う
ち
入

選
一
点　

な
お
以
下
の
受
賞
作
が
あ
っ
た
。
最
高
指
揮
官
賞　

ス
ル
ヨ
ス
バ
ン
ド
リ
オ
『
真
昼
の
田
に
て
』　

宣
伝
部
長
賞　

ス
キ

ル
ノ
『
綿
』　

軍
政
監
賞　

ジ
ャ
ヤ
ス
ミ
ン
タ
『
戦
争
』　

ジ
ャ
ワ
新
聞
社
賞　

バ
ル
リ
『
母
』　

ア
ジ
ア
ラ
ヤ
賞　

ジ
ャ
ヤ
ス
ン
タ

ラ
『
景
色
』

◆
第
三
回
新
ジ
ャ
ワ
美
術
展　

昭
和
一
九
年
四
月
二
九
日
こ
ろ　

詳
細
不
明

◆
第
四
回
新
ジ
ャ
ワ
美
術
展　

昭
和
一
九
年
一
一
月
三
日
～　

啓
民
文
化
指
導
所
分
室
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
市
錦
通
）
出
品
作
品

点
数
七
十
六
点　

ス
ロ
ノ
『
□
□
』、
ヘ
ン
ナ
ン
ト
ン
『
バ
テ
ッ
ク
』、
ス
ジ
ョ
ヨ
ノ
『
画
家
オ
ッ
ト
』、
□
□
尾
上
等
兵
『
レ
ン
バ

ン
攻
略
』
な
ど
が
出
品
さ
れ
た
。
な
お
ア
フ
ァ
ン
デ
ィ
の
作
品
に
つ
い
て
「
乞
食
」
と
い
う
題
材
が
「
非
健
康
的
な
た
め
」
落
選
。

一
二
月
一
一
日
～　

啓
民
文
化
指
導
所
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
に
巡
回　

四
七
点　

◆
第
五
回
新
ジ
ャ
ワ
美
術
展　

昭
和
二
〇
年
四
月　

詳
細
不
明

■
参
考
文
献

◆
「
南
方
新
聞
界
の
現
勢　

朝
日
／
ジ
ャ
ワ
・
ボ
ル
ネ
オ
の
新
聞
（
門
田
勳
）」『
国
際
文
化
』
二
七
号　

国
際
文
化
振
興
会　

一
九
四
三
年
九
月

◆
『
昭
和
十
九
年
ジ
ャ
ワ
年
鑑
』
ジ
ャ
ワ
新
聞
社　

一
九
四
四
年
（
復
刻
版　

株
式
会
社
ビ
ブ
リ
オ　

一
九
七
三
年
）

◆
『D

jaw
a Baroe

シ
ン
・
ジ
ャ
ワ
』
ジ
ャ
ワ
新
聞
社　
（
復
刻
『
ジ
ャ
ワ
・
バ
ル
―
新
ジ
ャ
ワ 

（
南
方
軍
政
関
係
史
料
） 

』
竜
渓

書
舎 

一
九
九
二
年　

倉
沢
愛
子
解
題
）

◆
町
田
敬
二
『
あ
る
軍
人
の
紙
碑
―
剣
と
ペ
ン
』
芙
蓉
書
房　

一
九
七
八
年
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六
四

◆
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
部
編
著
『
戦
史
叢
書
史
料
集　

南
方
の
軍
政
』
朝
雲
新
聞
社　

一
九
八
五
年

◆
倉
沢
愛
子
「
第
六
章　

宣
撫
工
作
」『
日
本
占
領
下
の
ジ
ャ
ワ
農
村
の
変
容
』
草
思
社　

一
九
九
二
年

◆
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
立
文
書
館
編
著
『
ふ
た
つ
の
紅
白
旗　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
語
る
日
本
占
領
時
代
』　

倉
沢
愛
子
・
北
野
正
憲

訳　

木
犀
社　

一
九
九
六
年

◆
カ
ル
テ
ィ
カ
・
ア
フ
ァ
ン
デ
ィ
「
父
の
思
い
出
─
画
家
ア
フ
ァ
ン
デ
ィ
」『
近
代
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
一
ア
フ
ァ
ン
デ
ィ
展
』
図
録

　

福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館　

一
九
九
九
年

◆
『
平
成
一
六

－

一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書　

近
代
ア
ジ
ア
の
美
術
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ

ム
の
受
容
』
課
題
番
号
一
六
五
二
〇
〇
八
二 

研
究
代
表
者
後
小
路
雅
弘　

二
〇
〇
七
年

◆
朝
日
新
聞
「
新
聞
と
戦
争
」
取
材
班
『
新
聞
と
戦
争
』
朝
日
新
聞
出
版　

二
〇
〇
八
年

03_（縦）後小路 雅弘.indd   64 2014/03/07   21:37:05



02_（横）片岡 啓.indd   94 2014/03/08   9:14:07


